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問題出してください。

∞ABCD=10cm2のとき，

色をつけた部分の面積は？
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平行線と面積 知・技

    下の図で，l™m  のとき，あとの問い
に答えなさい。
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⑴ 　△ABC と面積が等しい三角形を答えな
さい。
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⑵ 　△ABD と面積が等しい三角形を答えな
さい。
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⑶ 　図の中には，⑴，⑵以外で，面積が等し
い三角形の組がもう  1  組ある。その  1  組を，
記号=を使って表しなさい。

C

E

D

B

Al

m
C

E

D

B

Al

m

1

 ¢ABC と¢DBC は底辺 BC が共通で，高さが等しい。
 よって，¢ABC=¢DBC

，¢BCD
。

 ¢ABD と¢ACD は底辺 AD が共通で，高さが等しい。
 よって，¢ABD=¢ACD

 ¢ABE=¢ABC-¢EBC
 ¢DCE=¢DBC-¢EBC
⑴から，¢ABC=¢DBC  なので，

 ¢ABE=¢DCE ¢ABE＝¢DCE

思・判・表

    下の図の∞ABCD で，点 E，F はそれ
ぞれ辺 AD，CD 上の点で，AC™EF  で
ある。AF と CE の交点を G とする。
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⑴ 　図の中で，△AEC と面積が等しい三角
形を，記号=を使って表しなさい。

¢AEC＝¢AFC
⑵ 　図の中に，面積が等しい三角形の組は，
⑴もふくめて全部で何組ありますか。
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5 組
思・判・表

    △ABC の辺 AC
の中点 M を通り，
辺 BC と平行な直
線を l とする。l と
辺 AB の交点を D
とし，l 上に  

  DM=EM  となる点 E をとる。
⑴ 　四角形 ADCE はどんな四角形ですか。

平行四辺形
⑵ 　△ABC が  ∠C=90°  の直角三角形のと
き，四角形 ADCE はどんな四角形ですか。
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 底辺 AC が共通で，
AC™EF  である。

 ⑴から，¢AEC=¢AFC  …①
  ¢AEG=¢AEC-¢AGC，¢CFG=¢AFC-¢AGC
だから，¢AEG=¢CFG …②

  ¢AEF と¢CFE は底辺 EF が共通で，AC™EF  だか
ら，¢AEF=¢CFE …③

  ¢AFD=¢AEF+¢DEF，¢CED=¢CFE+¢DEF
だから，¢AFD=¢CED …④

 四角形 ABCD は平行四辺形だから，
 　¢ABC=¢CDA …⑤
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  対角線がそれぞれの中点で交わる
 から，平行四辺形である。
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EMDl l™BC  から，
 　∠AMD=∠ACB=90°
  よって，四角形 ADCE は
 対角線が垂直に交わる
 平行四辺形だから，ひし形である。 ひし形 

面積を変えずに変形する 知・技

    下の図に，辺 BC を延長した半直線上
に点 E をとり，四角形 ABCD と面積が
等しい△ABE をかく。
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⑴ 　△ABE のかき方を次のように説明した。
 をうめて，説明を完成させなさい。

点 D を通り AC に 平行   な直線と，

辺 BC  を延長した直線との交点を E

とすればよい。なぜなら，このとき，

 △DAC=△ EAC   だから，

 四角形 ABCD=△ABC+△DAC

=△ABC+△ EAC

=△ ABE

⑵　上の図に△ABE をかきなさい。
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 四角形 ABCD と¢ABE の共通部分は¢ABC である。
  よって，¢DAC=¢EAC  となるように点 E をとれば
よい。

 次の手順でかく。
 ①　対角線 AC をひく。
 ②　点 D を通り，AC に平行な直線をひく。
 ③　辺 BC を延長した直線をひく。
 ④　 ②と③の交点を E とし，点 A と E を結んで
   ¢ABE をつくる。

理解を深める１問！ 思・判・表

    次の⑴，⑵の図で，点 P を通り，その
図形の面積を  2  等分する直線 l をかき入
れなさい。また，直線 l のかき方の手順
を説明しなさい。

⑴ 　下の図のような∞ABCD （点 O は対角線 
AC，BD の交点）

A

B C

D

P

O

l
Q

点 P と点 O を通る直線をひく。

説明

⑵ 　下の図のような△ABC（点 M は辺 BC の
中点）
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はじめに，線分 AP をひく。
次に，点 M を通り，AP に平行な直線をひき，
辺 AC との交点を Q とする。
最後に，点 P と点 Q を通る直線をひく。

説明
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 ¢ABC=四角形 ABPO+¢OPC …①
 四角形 ABPQ=四角形 ABPO+¢OQA …②
AQ™PC  より，¢OPC≡¢OQA  が証明できるから，

 ¢OPC=¢OQA …③
 ①，②，③から，¢ABC=四角形 ABPQ
  ¢ABC の面積は平行四辺形の面積の半分だから，直
線 OP は∞ABCD の面積を  2  等分する。

 ¢AMC=¢QMC+¢AMQ …①
 ¢QPC=¢QMC+¢PMQ …②
  ¢AMQ と¢PMQ は底辺 QM が共通で，AP™QM  だ
から，¢AMQ=¢PMQ …③

 ①，②，③から，¢AMC=¢QPC
  ¢AMC の面積は¢ABC の面積の半分だから，直線 
PQ は¢ABC の面積を  2  等分する。

平行線と面積★


